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研究成果の概要（和文）：現職教員の保健・安全のニーズ調査とヒヤリ・ハット体験の調査を実施し，それに基
づく教員養成のためのモデルカリキュラムを作成した。発達障害への対応，心のケア，けがの応急手当，心肺蘇
生法，AED，エピペン，保護者との連携に加えて，アレルギー疾患への対応，熱中症の対応，過呼吸への対応，
慢性疾患への対応，感染症への対応，などの内容を含んだ教員の保健・安全の力量を形成する教員養成カリキュ
ラムが必要と考えられた。

研究成果の概要（英文）：We conducted a survey on health and safety needs and "Hiyari and Hatto 
experience (health and safety incident) " of incumbent teachers. Then we created a model curriculum 
for teacher training based on that. It is thought that a teacher training curriculum that forms the 
teacher's health and safety competence including contents such as collaboration with developmental 
disorders, mental health care, injury emergency first aid, cardiopulmonary resuscitation method, how
 to use AED, how to use EpiPen (epinephrine injection), relation with parents, allergic diseases, 
heat disturbance, hyperventilation, chronic disease, and infectious disease. 

研究分野： 学校保健学
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）学校給食による食物アレルギーの事故，

インフルエンザやはしかなどの感染症の拡大，

阪神淡路大震災や東日本大震災にみられるよ

うな自然災害，さらには学校への不審者の侵

入による事件や事故などが起こり，その際の

教員や学校の対応のあり方，またその予防対

策のあり方が課題となっている。一方，「学校

保健安全法」では学校保健および学校安全に

関 して，各学校において共通に取り組む事項

が示され，その推進 となる全ての教員の資

質・能力の向上が急務となっている。  

 このような状況をふまえ「教師に求められ

る学校保健・安全の 基本的な資質・能力の形

成」（日本学校保健学会第６０回学術 大会シ

ンポジウム）が検討されるに至っているが，

このような資質・能力の向上のためには，ま

ず今，教員の持つ学校保健・安全のニーズを

明らかにすることが必要である。  

 

（２）筆者らは，これまで学校における保健・

安全管理と教育の実践の実態や推進方法につ

いての研究を進めてきた。一方，国際的には，

世界保健機関の主導を踏まえ，ヘルシースク

ールやセイフティスクールの名のもとに，児

童生徒の保健・安全に対する推進活動が盛ん

となり，その中で教員の資質や能力の向上が

図られてきている。しかしながら，これらの

研究が保健体育教員，養護教諭といった学校

の保健・安全を専門とする教員を対象とした

ものに偏っていることは否めない。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，現職教員の保健・安全に

関するニーズ調査とヒヤリ・ハット体験の調

査を行い，その結果に基づく全ての教員に必

要な保健・安全の力量を形成するためのモデ

ルカリキュラムを作成することである。 

 
３．研究の方法 
（１）現職教員の保健・安全に関するニーズ

について， 「苦慮した経験の有無」と「大

学で学んでおくべきか」 について，学校長

の協力許可の得られた 10 都府県 102 校（小

37，中 31， 高 31，小中 1，中高 1，特別支

援 1）に依頼し，2015 年 3月に各学校へ配布，

1905 名の教員を対象に，3月末を締め切りと

する郵送法にて調査を行った。対象は学級担

任とし，無記名方式で実施した。回答者は

1283 名（回答率 67.3％）であり，その内訳

は，表１のとおりである。 

 

表 1 回答者の内訳 

性別  n  %  

男性  626  48.8  

女性  645  50.3  

無回答  12  0.9  

合計  1,283 100.0  

 

「苦慮した経験の有無」と「大学で学んでお

くべきか」について質問した内容は，「健康

観察の仕方」，「けがの応急手当」，「熱中

症の対応」，「 心肺蘇生法」，「 ＡＥＤの使い

方 」，「 アレルギー疾患への対応」，「アナフ

ィラキシー時のエピペンの使い方」，「 過

呼吸への対応」，「起立性調節障害への対応」

「摂食障害への対応」，「感染症への対応」， 

「慢性疾患への対応」，「 心のケア 」，「 学

校での健康診断における教師の役割」，「 発

達障害への対応」，「教室の環境衛生」，「自

然災害で被災した際の対応」，「自然災害での

防災の対応」，「保健に関する保護者との連

携」， 「安全に関する保護者との連携」，

「保健に関する教員同士の連携」，「安全に

関する教員同士の連携」，「 保健に関する

養護教諭との連携」，「 安全に関する養護

教諭との連」の 24 項目である。 

 

（２）現職教員の保健・安全に関するヒヤ

リ・ハット体験について，保健・安全に関す



る「苦慮した経験の有無」と「大学で学んで

おくべきか」についての質問項目の後に，次

のように質問し，自由回答にて調査した。 

質問内容：あなた自身が，児童生徒等の保

健・安全に関連して，これまでに経験した「ヒ

ヤリ・ハット体験」を教えてください。「ヒ

ヤリ・ハット体験」とは，重大な事故には至

らなかったものの，重大な事故につながって

もおかしくなかった一歩手前の事例のこと

とします。そのように思われた事例を，でき

るだけあげてください。 

 例）給食に出た牛乳をこぼしてしまった児

童がいた。となりの席の乳アレルギー 児童

の脚に付着していることに気付かず，午後の

授業中に児童の気分が悪くなり，また該当部

分にじんましんが出た。幸い大事には至らな

かった。 

 

（３）現職教員の保健・安全に関するニーズ

調査と「ヒヤリ・ハット体験」の調査結果に

基づき，教員養成段階でのモデルカリキュラ

ム案を作成した。 

 

４．研究成果 

（１）現職教員の保健・安全に関するニーズ 

①苦慮した経験 

 保健・安全に関して，これまでに苦慮した

経験があると回答した割合について図１に

示した。 

 「発達障害への対応」，「心のケア」で苦慮

した経験は， それぞれ 87.1%，78.5%と割合

が高い。また「けがの応急手当」の割合も

56.3%と比較的高かった。  

「心肺蘇生法」，「エピペン」，「AED」で苦

慮した経験は， それぞれ 6.8%，6.7%，4.8%

であった。 

また，連携では，保護者，教員間，養護教

諭の順 で苦慮した経験が高かった。 

さらに，学校種別に傾向が異なる点でも特

徴が認められた。 

 

図１ これまでに苦慮した経験があると回答した

割合（Ｎ＝1,283）  

 

②大学で学んでおくべきか 

 保健・安全に関して，大学で学んでおくべ

きかどうかに対する回答の割合について図

２に示した。 

「発達障害への対応」，「心のケア」は，苦

慮経験と同様に高かった。 

「心肺蘇生法」，「エピペン」，「AED」は，

苦慮経験は低いが，大学で学んでおくべきと

思う割合が高かった。  

さらに，学校種別によって学んでおくべき

とする内容が異なっていた。 



 
 

図２ 大学で学んでおくべきか 

 

（２）現職教員の保健・安全に関する「ヒヤ

リ・ハット体験」 

 教員の保健・安全の「ヒヤリ・ハット体験」

（重大な事故には至らなかったものの，重大

な事故につながってもおかしくなかった一

歩手前の事例）事例数を，表２に示した。                  

 「ヒヤリ・ハット体験」の事例が多かった

のは，「けがの応急手当」，「アレルギー疾患

への対応」であった。 

「熱中症の対応」，「過呼吸への対応」，「感

染症への対応」，「慢性疾患への対応」，「発達

障害への対応」については，小・中・高いず

れの校種においても事例が認められた。 

さらに，高校において「心のケア」に関わ

る事例が複数認められた。 

また，「心肺蘇生法」，「AED の使い方」，「起

立性調節障害への対応」，「摂食障害への対

応」，「自然災害で被災した際の対応」，「自然

災害での防災の対応」，「安全に関する教員同

士の連携」などにも事例が認められた。 

 

表２ 教員の保健・安全の「ヒヤリ・ハット体験」

事例数 

（ ）内は，小学校・中学校・高校・特別支援学校の順

・けがの応急手当（50・29・40・6）

・熱中症の対応 （6・4・15・0）

・心肺蘇生法 （0・0・3・0）
脳しんとう２，感電１

・ ＡＥＤの使い方 （0・1・0・0）

・ アレルギー疾患への対応
（47・29・23・0）

ピーナッツ，エビ，カニ，そば，ぜんそくなどが多い

・過呼吸への対応（1・5・5・0）

・起立性調節障害への対応
（1・0・3・0）

・摂食障害への対応（0・0・2・0）

・感染症への対応（2・1・3・0）

・慢性疾患への対応（6・6・9・0）
てんかん１４，糖尿病２，心臓病２

・心のケア （0・1・6・0）
統合失調症３，自殺願望２，アスペルガー１

・発達障害への対応（2・5・3・0）

・自然災害で被災した際の対応
（1・0・0・0）

・自然災害で防災の対応
（0・1・0・0）

・安全に関する教員同士の連携
（1・0・0・0）

・ その他 （5・2・9・2）
プール低体温，蚊予防，刺傷，ストーブ，ピル副作用，

デートDV，不審者，薬品（廃油石鹸），悪天候，
ヘリウムガスなど

 

（３）教員養成段階における保健・安全のカ

リキュラム・モデル案 

 現職教員を対象とする保健・安全のニーズ

調査の結果，ならびに教員の「ヒヤリ・ハッ

ト体験」の事例の分析に基づき，教員養成段

階で行う 15 コマの授業のカリキュラムを専

門家の助言を得ながら仮説的に作成し，授業

を実施した。 

 授業の目標は「現職教員の持つ保健・安全

のニーズと「ヒヤリ・ハット体験」の調査デ

ータに基づき，担任教師に必要性が高いと考

えられる内容について，その基本的な文献を

予備的に学習するとともに，実際の教育現場

での事例に対応できる基本的力量を形成す

る」である。 

 そして，１．教師に求められる学校保健・

安全の基本的な資質・能力とは，２．教育と

しての学校保健・安全－子供の健康・安全を

守る，発育・発達を保障する，保健・安全の

認識を高める－，３．子供の健康・安全を守

る活動，健康観察の視点（１），４．子供の

健康・安全を守る活動，健康観察の視点（２），

疾病管理，５．応急手当（１），６．応急手

当（２）７．学校におけるアレルギー疾患児

童への対応（１），８．学校におけるアレル



ギー疾患児童への対応（２），９．子供のス

トレスと心身の課題（１），10．子供のスト

レスと心身の課題（２），11．発達障害への

支援（１），12．発達障害への支援（２），13．

自然災害への対応（１），14．自然災害への

対応（２），15．学校保健・安全における連

携，の内容の授業を実施した。 

 本研究において，現職教員の保健・安全ニ

ーズと「ヒヤリ・ハット体験」を明らかにし，

それに基づく教員養成のカリキュラムの提

示をしたが，これは本邦初の成果である。学

校における保健・安全の推進には，全教員の

資質・能力の向上が必要であり，その方向性

を示すものとなっている。今回のカリキュラ

ムは試行的な段階にとどまっており，評価な

らびに評価指標，評価手段の精査が今後の課

題である。 
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